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胃がん検診の受診率向上を図る取り組みなどの補正予算案を可決胃がん検診の受診率向上を図る取り組みなどの補正予算案を可決
議場見学ツアーを開催議場見学ツアーを開催

裏表紙に議場見学ツアーの様子を掲載しています

雲浜小学校
6年雲組の

皆さんが議
場見学ツア

ーに

参加してく
ださいまし

た



問
　
受
診
率
向
上
を
図
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、受
診
を
促

す
は
が
き
を
送
付
す
る
こ
と
に
し
た
理
由
は
。

答
　
乳
が
ん・子
宮
頸
が
ん
検
診
に
お
い
て
、受
診
券
を
送

付
す
る
こ
と
で
受
診
率
が
向
上
し
た
成
功
例
を
踏
ま
え
、

胃
が
ん
検
診
の
う
ち
、昨
年
度
ま
で
受
診
券
が
送
付
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
胃
内
視
鏡
検
査
に
つ
い
て
、今
年
度
か
ら

受
診
券
を
送
付
し
て
い
る
。し
か
し
、胃
が
ん
検
診
は
身

体
的
負
荷
が
大
き
く
、乳
が
ん・子
宮
頸
が
ん
検
診
と
比

べ
受
診
率
が
上
が
り
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

秋
頃
に
未
受
診
者
を
対
象
に
受
診
を
促
す
は
が
き
を
送
付

す
る
こ
と
で
受
診
率
の
向
上
を
図
る
。

問
　
他
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
が
大
き
な
財
政
負
担
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、あ
い
あ
い
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ

を
改
正
す
る
な
ど
、代
替
案
の
検
討
経
過
は
。

答
　
あ
い
あ
い
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴
う
諸
経
費
と
ジ
ャ

ン
ボ
タ
ク
シ
ー
の
運
行
経
費
と
を
比
較
す
る
と
、ジ
ャ
ン

ボ
タ
ク
シ
ー
を
運
行
す
る
ほ
う
が
経
費
が
少
な
く
済
む
こ

と
に
加
え
、一
般
の
あ
い
あ
い
バ
ス
利
用
者
へ
の
影
響
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、現
時
点
で
の
ダ
イ
ヤ
改
正
は
現

実
的
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
の
運

行
は
、大
手
橋・西
津
橋
の
架
け
替
え
工
事
の
完
了
に
伴

い
実
施
さ
れ
る
あ
い
あ
い
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
ま
で
の
暫

定
的
な
対
応
と
す
る
方
針
で
あ
る
。

くまなくチェック 委員会審査くまなくチェック 委員会審査
胃
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
を
図
る
た
め
の

取
り
組
み
に
か
か
る
費
用
の
追
加
や
、
小
学
校

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
す
る
経
費
の
追
加
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
６
月
補
正
予
算
案
を
可
決

し
ま
し
た
。

審
査
の
過
程
で
あ
っ
た
主
な
質
疑
等
を
紹
介

し
ま
す
。

６
月
補
正
予
算
の
審
査

会計名 既決予算額 補正額 補正後予算額

一般会計 181 億 6,500 万円 1 億 4,317 万円 183 億 817 万円

■ 可決した６月補正予算

はがきの送付により
胃がん検診の受診率向上を図る

けんしん事業
58万円

　胃がん検診の受診率向上を図るため、受
診を促すはがきを送付する費用を追加する
もの。財源として、企業版ふるさと納税の寄
付金を活用する。

スクールバス運行で
対象児童の下校手段を確保
小学校スクールバス運行事業

99万9,000円
　内外海小学校の日課表の変更に伴い、下
校の際にあいあいバスを利用することがで
きなくなった児童の下校手段を確保するた
め、ジャンボタクシーを運行する経費を追
加するもの。
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主
な
反
対
意
見

「
安
全
保
障
に
係
る
問
題
で
あ
り
、
高
度
な
政
治
判
断

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
が
判
断
す
べ
き
で
あ
る
」

「
核
保
有
国
が
署
名
・
批
准
し
て
い
な
い
同
条
約
の
実

効
性
に
は
疑
問
が
あ
る
」

陳
情
の
審
査

「
地
域
医
療・介
護
を
崩
壊
さ
せ
な
い
た
め
に
機

敏
な
診
療・介
護
報
酬
改
定
を
求
め
る
意
見
書
」

の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

説
明

機
敏
な
診
療
・
介
護
報
酬
の
改
定
お
よ
び
医
療
・
介
護

の
分
野
で
働
く
労
働
者
の
賃
金
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
国

に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
。

主
な
意
見

「
地
域
医
療
や
介
護
の
現
場
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ

と
は
理
解
す
る
が
、
報
酬
の
引
き
上
げ
は
社
会
保
険
料
の

引
き
上
げ
に
も
つ
な
が
る
た
め
、容
易
に
賛
成
で
き
な
い
」

「
報
酬
の
改
定
は
国
に
お
い
て
審
議
さ
れ
て
お
り
、
動

向
を
見
守
る
べ
き
で
あ
る
」

庁
舎
施
設
管
理
経
費

５
５
２
万
２
０
０
０
円

説
明

庁
舎
の
高
圧
受
電
設
備
改
修
工
事
に
お
い
て
、
資
材
価

格
の
高
騰
に
伴
い
、
工
事
請
負
費
が
当
初
の
見
込
み
を
上

回
っ
た
こ
と
に
よ
る
費
用
を
追
加
す
る
も
の
。

問資
材
価
格
の
高
騰
が
続
く
中
で
、
さ
ら
に
工
事
請
負
費

が
増
額
す
る
こ
と
は
な
い
か
。

答今
回
の
工
事
は
、
変
圧
器
の
更
新
が
工
事
費
用
の
大
部

分
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
資
材
価
格
変
動
の
影
響
を

受
け
な
い
よ
う
、
契
約
締
結
後
速
や
か
に
変
圧
器
製
作
を

指
示
す
る
の
で
増
額
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
担
い
手
づ
く
り
整
備
事
業

　
（
地
域
農
業
構
造
転
換
支
援
事
業
）

２
１
８
４
万
８
０
０
０
円

ふ
く
い
の
ス
マ
ー
ト
農
業
加
速
化
事
業

３
１
８
９
万
８
０
０
０
円

農
村
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

86
万
６
０
０
０
円

中
山
間
総
合
対
策
支
援
事
業（
ハ
ー
ド
事
業
）

１
５
０
８
万
円

説
明

農
業
用
機
械
等
の
導
入
を
補
助
す
る
国
や
県
の
事
業
の

採
択
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
必
要
と
な
っ
た
経
費
を
追
加

す
る
も
の
。

問4
事
業
の
う
ち
、
複
数
の
事
業
で
同
じ
事
業
者
が
補
助

を
受
け
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
経
営
面
積
拡
大
な
ど
の

補
助
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
事
業
者
が
固
定
化
す

る
懸
念
が
あ
る
。事
業
の
公
平
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

答県
か
ら
通
知
さ
れ
る
各
事
業
の
要
領
な
ど
の
情
報
は
、

認
定
農
業
者
を
中
心
に
広
く
周
知
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
事
業
費
の
全
額
が
補
助
さ
れ
る
の
で
は
な
く
自
己

負
担
が
生
じ
る
た
め
、
事
業
者
は
経
営
状
況
な
ど
を
勘
案

の
上
、
申
請
を
行
う
か
判
断
し
て
い
る
。
今
後
、
小
規
模

農
家
を
含
め
多
く
の
事
業
者
が
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
補
助
要
件
の
緩
和
や
補
助
対
象
の
拡
大
等
に
つ
い
て

県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

請
願
の
審
査

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名・批

准
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

説
明

核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名・批
准
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

国
お
よ
び
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
求
め

る
請
願
。

主
な
賛
成
意
見

「
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り
、
核
兵
器
の
脅
威
を
知
っ
て

い
る
日
本
が
同
条
約
に
署
名
・
批
准
す
る
こ
と
に
は
価
値

が
あ
る
」

ホームページを
ご覧ください
　採決結果や定例会
の日程、本会議の動
画配信（本会議終了
後２週間程度で視聴
できます）など、さ
まざまな情報を発信
しています。
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答工
事
を
分
割
し
た
場
合
、
経
費
が
増
加
し
予
算
を
超
過

す
る
。
さ
ら
に
、
建
設
業
法
の
規
定
に
よ
り
、
分
割
し
た

場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
工
事
に
専
任
の
監
理
技
術
者
等
を
配

置
す
る
必
要
が
あ
り
、
技
術
者
が
不
足
し
て
い
る
現
状
や

市
が
発
注
を
予
定
し
て
い
る
工
事
の
状
況
な
ど
を
勘
案

し
、
本
工
事
で
は
専
任
の
監
理
技
術
者
等
の
人
数
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
る
一
括
発
注
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
し

た
。

契
約
の
審
査

旧
遠
敷
小
学
校
旧
校
舎・体
育
館
解
体
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

説
明

旧
遠
敷
小
学
校
旧
校
舎
・
体
育
館
解
体
工
事
（
契
約
金

額
1
億
５
９
９
６
万
５
３
０
０
円
）
に
つ
い
て
、
予
定
価

格
が
１
億
５
０
０
０
万
円
を
越
え
る
こ
と
か
ら
、
契
約
の

締
結
に
当
た
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

問契
約
締
結
後
に
お
け
る
増
額
変
更
の
可
能
性
を
問
う
。

答解
体
工
事
を
進
め
る
中
で
ア
ス
ベ
ス
ト
が
発
見
さ
れ
る

な
ど
、
想
定
外
の
問
題
が
生
じ
た
際
は
増
額
す
る
可
能
性

が
あ
る
。

問想
定
外
の
問
題
が
生
じ
た
際
の
対
応
方
法
は
。

答現
場
等
を
確
認
し
、
請
負
業
者
と
協
議
を
し
た
上
で
、

必
要
に
応
じ
て
契
約
内
容
や
契
約
額
の
変
更
を
行
う
。

問ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
協
議
対
象
と
す
る

か
に
つ
い
て
の
判
断
基
準
は
。

答契
約
書
や
仕
様
書
等
の
工
事
請
負
に
関
す
る
取
り
決
め

に
基
づ
き
、
適
切
に
判
断
す
る
。

小
浜
市
文
化
会
館
耐
震
改
修
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

説
明

小
浜
市
文
化
会
館
耐
震
改
修
工
事
（
契
約
金
額

４
億
９
４
５
３
万
２
５
０
０
円
）
に
つ
い
て
、
予
定
価
格

が
１
億
５
０
０
０
万
円
を
越
え
る
こ
と
か
ら
、
契
約
の
締

結
に
当
た
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

答現
在
、
市
が
発
注
す
る
新
築
工
事
が
な
い
こ
と
や
、
物

価
高
騰
に
よ
り
民
間
工
事
も
減
少
し
て
い
る
社
会
情
勢
な

ど
か
ら
、
市
内
建
築
業
者
が
仕
事
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
、
受
注
で
き
る
業
者
の
範
囲
が
広
が
る

よ
う
本
工
事
を
建
築
工
事
と
電
気
設
備
工
事
、
機
械
設
備

工
事
な
ど
複
数
に
分
割
し
て
発
注
で
き
な
か
っ
た
の
か
、

そ
の
検
討
の
経
緯
を
問
う
。

解体工事を行う旧遠敷小学校旧校舎

質疑の終了後、公共工事の発注について自由討議を行いました。
意見の一部を紹介します。

市内建築業者は厳しい経営環境に置かれてお
り、大型公共工事の発注に当たっては、より多
くの業者が受注できるよう、分割発注の可能性
を模索するべきだったのではないか。

入札の執行に当たり、行政は地元業者の実情を
よく把握し、それに即した発注形態を考慮する
姿勢をこれまで以上に示してほしい。

自由討議
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項目 件　　　　　名

報告

令和７年度小浜市一般会計予算繰越明許費の報告
について

令和７年度小浜市産業団地整備事業特別会計予算
繰越明許費の報告について

令和７年度小浜市水道事業会計予算繰越の報告に
ついて

令和７年度小浜市下水道事業会計予算繰越の報告
について

株式会社ケーブルテレビ若狭小浜経営状況の報告
について

小浜市総合卸売市場株式会社経営状況の報告につ
いて

小浜市国民保護計画の改定について

株式会社まちづくり小浜経営状況の報告について

予算
専決処分につき承認を求めることについて（令和７
年度小浜市一般会計補正予算（第８号))

令和８年度小浜市一般会計補正予算（第１号）

条例

専決処分につき承認を求めることについて（小浜市
市税条例の一部改正について）

専決処分につき承認を求めることについて（小浜市
国民健康保険税条例の一部改正について）

専決処分につき承認を求めることについて（小浜市
都市計画税条例の一部改正について）

小浜市市税条例の一部改正について

小浜市監査委員に関する条例の一部改正について

小浜市印鑑条例の一部改正について

令和８年第２回定例会採決結果

賛成全員で可決、同意した議案等

項目 件　　名 採決
結果

浦
谷
梨
華
子

佐
野
　
達
也

上
野
　
　
一

世
戸
　
玉
枝

武
長
由
里
子

東
野
　
浩
和

川
代
　
雅
和

岡
　
　
泰
宏

竹
本
　
雅
之

牧
岡
　
輝
雄

藤
田
　
靖
人

池
田
　
英
之

小
澤
　
長
純

今
井
　
伸
治

下
中
　
雅
之

富
永
　
芳
夫

池
尾
　
正
彦

賛
　
成

反
　
対

請願
日本政府に核兵器禁止条約
への署名・批准を求める意
見書提出に関する請願

否 × × × 〇 × × × 〇 × × × × × × × × 2 14

陳情

「地域医療・介護を崩壊させ
ないために機敏な診療・介
護報酬改定を求める意見書」
の採択を求める陳情書

否 × × × 〇 × × × × × × × × × × × × 1 15

○＝賛成　×＝反対
否＝賛成少数（否決・不採択）賛否が分かれた議案等

※竹本雅之議員は議長のため、採決には加わっていません。

項目 件　　　　　名

その他

旧遠敷小学校旧校舎・体育館解体工事請負契約の締
結について

小浜市文化会館耐震改修工事請負契約の締結につ
いて

意見書 北陸新幹線の早期全線開業を求める意見書

人事

農業委員会委員の任命について（内田篤宏さん）

農業委員会委員の任命について（赤尾裕子さん）

農業委員会委員の任命について（岡本康次さん）

農業委員会委員の任命について（工藤ふさ子さん）

農業委員会委員の任命について（早俊夫さん）

農業委員会委員の任命について（東野重樹さん）

農業委員会委員の任命について（福永信明さん）

農業委員会委員の任命について（河嶋幸男さん）

農業委員会委員の任命について（東清俊さん）

農業委員会委員の任命について（前野伸吉さん）

固定資産評価審査委員会委員の選任について（橋本
勝洋さん）
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令和８年第２回（６月）小浜市議会定例会
氏　名 質　問　項　目

佐野　達也 1.ドラマ「サバ缶、宇宙へ行く」の影響

世戸　玉枝

1.公立保育園の主食提供について
2.市民の健康増進について
3.市営住宅の入居条件および家賃減免について
4.国民健康保険税の減免制度について

牧岡　輝雄 1.公民館のコミュニティセンター化について
2.スポーツまちづくりについて

氏　名 質　問　項　目

上野　一
1.有機農業について
2.有害鳥獣侵入防止対策について
3.環境衛生施設の広域的な整備と跡地活用

武長 由里子 1.空き家・中古住宅の活用について2.重層的支援体制整備事業の進捗について

池田　英之 1.探究学習の取組みについて
2.ひとり暮らし高齢者相談員の活動について

東野　浩和 1.インフラ整備について
2.小浜市のブランド向上について

※一般質問の原稿は発言議員が自ら作成しています。二次元コードを読み取ると、一般質問の様子を動画でご覧いただけます。

市政を問う ! 一般質問市政を問う ! 一般質問市政を問う ! 一般質問

問　
ド
ラ
マ﹁
サ
バ
缶
︑宇
宙
へ
行
く
﹂の
放
送
が
︑小

浜
市
の
観
光
面
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
伺
う
︒

答

放
送
開
始
直
後
の
４
月
と
５
月
に
お
け
る
市
内
主

要
観
光
地
の
入
込
客
数
は
、「
道
の
駅
若
狭
お
ば
ま
」

が
前
年
と
比
べ
て
３
万
７
３
５
９
人
増
の
11
万
２
２

５
９
人
、「
御
食
国
若
狭
お
ば
ま
食
文
化
館
」が
前
年

比
１
万
１
９
０
０
人
増
の
４
万
１
３
６
９
人
と
な
っ

て
い
る
。同
じ
く
４
月
と
５
月
に
お
け
る
主
要
物
販

施
設・飲
食
店
の
売
り
上
げ
は
、「
道
の
駅
若
狭
お
ば

ま
」が
前
年
比
約
33
％
増
、「
お
食
事
処
濱
の
四
季
」

が
前
年
比
約
21
％
増
と
な
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、本

市
の
観
光
情
報
サ
イ
ト「
ま
る
っ
と
お
ば
ま
」に
つ

い
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
表
示
回
数
が
前
年
比
約

41
％
増
の
25
万
回
、ペ
ー
ジ
内
の
記
事
の
閲
覧
や
ク

リ
ッ
ク
を
行
っ
た
サ
イ
ト
の
利
用
者
数
は
約
58
％
増

の
７
万
６
０
０
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

問　
ド
ラ
マ
の
効
果
を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
︒

答

ド
ラ
マ
の
効
果
を
誘
客
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、

若
狭
お
ば
ま
観
光
案
内
所
で
は
、「
ロ
ケ
地
マ
ッ
プ
」

を
使
っ
て
実
際
に
ロ
ケ
地
を
巡
り
、撮
影
写
真
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
、オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
企
画
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、市
内
に
お
い
て「
特
別
ド
ラ
マ
展
」を
開
催
す

る
な
ど
、本
市
の
魅
力
を
広
く
内
外
に
発
信
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。ド
ラ
マ
の
効
果
の「
継
続
」

と「
最
大
化
」を
目
指
し
、今
後
も
地
域
全
体
で
盛
り

上
が
り
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、様
々
な
角
度
か
ら

小
浜
の
魅
力
を
発
信
し
、新
た
な
客
層
や
リ
ピ
ー
タ
ー

の
誘
客
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

ドラマ「サバ缶、宇宙へ行く」の影響

佐
さ

野
の

達
た つ

也
や

公営住宅家賃・国保税の減免を
問　
昨
年
︑公
立
保
育
園
３
歳
以
上

児
に
主
食
提
供
を
と
質
問
が
あ
っ

た
︒そ
の
後
の
進
展
を
伺
う
︒

答　
副
食
費
に
加
え
て
主
食
費
の

負
担
も
増
え
る
の
で
保
護
者
の

理
解
が
必
要
。県
内
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、補
助
制
度
な
ど
を

検
討
し
て
い
る
。

問　
若
狭
総
合
温
水
プ
ー
ル
に
通
っ
て
い
た
高
齢
者
が
︑

あ
る
日
突
然
来
ら
れ
な
く
な
っ
た
︒聞
い
て
み
る
と
︑

本
人
は
元
気
だ
が
︑高
齢
に
な
り
免
許
証
を
返
納
し

た
た
め
︑通
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
︒若
狭
総
合
公

園
へ
の﹁
あ
い
あ
い
バ
ス
﹂乗
り
入
れ
に
つ
い
て
伺
う
︒

答

あ
い
あ
い
バ
ス
が
乗
り
入
れ
る
に
は
ル
ー
ト
変
更

や
ダ
イ
ヤ
改
正
が
必
要
。こ
の
ル
ー
ト
は
、西
津
橋・

大
手
橋
が
開
通
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
大
幅
に
見
直
さ

れ
る
た
め
、そ
れ
に
合
わ
せ
て
調
査・検
討
す
る
。

問　
公
営
住
宅
に
入
居
す
る
に
は﹁
税
金
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と
﹂が
条
件
で
あ
る
が
︑安
い
市
営
住
宅

に
入
っ
て
︑生
活
を
立
て
直
し
︑滞
納
し
た
税
金
を

支
払
う
よ
う
に
す
る
の
が
温
か
い
市
政
で
は
な
い
か
︒

答　
公
平
性
確
保
の
観
点
か
ら
要
件
に
入
れ
て
い
る
。

問　
国
保
税
の
減
免
に
つ
い
て
︑市
の
減
免
制
度
で
は
︑

﹁
災
害
に
よ
り
生
活
が
困
難
と
な
っ
た
世
帯
﹂と
あ

り
低
所
得
の
人
は
減
免
さ
れ
な
い
︒減
免
基
準
が
設

け
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
︒

答　
国
保
税
は
令
和
12
年
度
に
県
統
一
と
な
る
。統
一

の
際
に
は
、明
確
な
減
免
基
準
が
設
置
さ
れ
る
よ
う

働
き
か
け
た
い
。

世
せ

戸
と

玉
た ま

枝
え
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一般質問
スポーツで健康長寿のまちへ

牧
ま き

岡
お か

輝
て る

雄
お

問

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
や
部
活
動

の
地
域
展
開
︑生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
な
ど
︑今
後

10
年
を
見
据
え
た
ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
︒ま
た
︑健
康
寿
命
の
延
伸
を
政

策
の
柱
と
し
て
取
り
組
む
考
え
は
︒

答

市
内
に
は
平
成
24
年
に
設
立
さ
れ
た
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、サ
ッ
カ
ー
や
テ
ニ
ス
を

中
心
に
活
動
し
て
い
る
。市
は
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開

催
を
委
託
し
て
お
り
、今
後
は
中
学
校
部
活
動
の
地

域
展
開
と
も
連
携
し
な
が
ら
、地
域
の
実
情
に
応
じ

た
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

問

中
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
へ
の
対
応
は
︒

答

地
域
展
開
に
は
、指
導
者
の
確
保・育
成
や
安
全

な
活
動
環
境
の
整
備
、安
定
し
た
財
源
の
確
保
が
重

要
で
あ
る
。国
の
補
助
制
度
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

受
益
者
負
担
や
民
間
活
力
の
導
入
も
含
め
、持
続
可

能
な
運
営
体
制
の
構
築
を
目
指
す
。

問

本
市
発
祥
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
地

域
資
源
を
活
用
し
︑健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
ス

ポ
ー
ツ
行
政
を
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
︒

答

市
は
、競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
健
康
づ
く
り
の

両
立
を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。「
ス
ポ
ー
ツ
参
画

人
口
の
拡
大
」「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
」「
地
域
経
済
の
活
性
化
」を
柱
に
、本
市
発
祥

の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
に
努
め
、誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
で
、健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問　
学
校
給
食
に
有
機
農
産
物
を
利
用
す
る
こ
と
の
考

え
に
つ
い
て
伺
う
︒

答

学
校
給
食
を
入
り
口
と
し
て
、生
産
者
、学
校
、家

庭
、地
域
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、地
域
内
で
生
産・消

費
し
、次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
環
境
を
生
み
出
し
、

「
稼
ぐ
」「
活
か
す
」「
育
む
」の
好
環
境
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　
有
害
鳥
獣
の
侵
入
防
止
柵︵
金
網
柵
︶の
修
繕
等

の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
︒

答

野
生
鳥
獣
に
よ
る
破
損
や
降
雨
等
に
よ
り
柵
の
山

側
に
土
砂
が
堆
積
し
た
場
合
な
ど
小
規
模
な
修
繕
は
、

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を
活
用
す
る
。自
然
災
害

等
に
よ
り
柵
が
広
範
囲
に
わ
た
り
破
損
し
た
場
合
や

大
規
模
な
土
砂
流
入
が
発
生
し
た
場
合
は
状
況
に
応

じ
て
災
害
復
旧
事
業
の
活
用
を
検
討
す
る
。

問　
市
民・業
者
か
ら
︑若
狭
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
若
狭
広
域
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
︑

ご
み
の
直
接
搬
入
の
持
ち
込
み
制
限
が
厳
し
い
と
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
︒そ
こ
で
︑両
施
設
に
お

け
る
本
市
の
ご
み
の
受
入
状
況
に
つ
い
て
伺
う
︒

答

令
和
７
年
度
の
ご
み
受
け
入
れ
総
重
量
は
、小
浜

市
、高
浜
町
、お
お
い
町
、若
狭
町
の
４
市
町
合
わ
せ

て
１
万
７
６
４
６
ト
ン
で
あ
り
、そ
の
内
、小
浜
市

は
約
48
％
の
８
４
３
８
ト
ン
で
あ
る
。畳
や
布
団
類

の
持
込
枚
数
制
限
に
つ
い
て
は
、施
設
で
の
ス
ム
ー

ズ
な
受
け
入
れ
態
勢
の
確
保
と
ご
み
減
量
化
の
た
め
、

組
合
の
統
一
ル
ー
ル
と
し
て
設
け
て
い
る
も
の
で
あ

る
。

有機農業！獣害防止！環境衛生施設の課題！

上
う え

野
の

一
はじめ

空き家を住宅資源に / 重層的支援体制整備事業
問

住
ま
い
に
関
す
る
支
援
の
実
績
は
︒

答

令
和
７
年
度
の
交
付
実
績
は
、小
浜
市
住
ま
い
支

援
事
業（
子
育
て
世
帯
等
支
援
型
）で
４
件
、小
浜
市

住
ま
い
支
援
事
業（
多
世
帯
同
居
支
援
型
）で
５
件
、

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
で
14
件
で
あ
る
。

問

国
︑県
と
の
支
援
の
連
携
は
︒

答

国
、県
、市
の
一
元
的
な
窓
口
は
な
い
。
福
井
県

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
に
、住
ま
い
づ
く
り
の
支
援
制

度
を
ま
と
め
た
も
の
が
あ
り
県
や
県
内
各
市
町
、国

の
支
援
制
度
の
情
報
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

問

今
後
の
住
宅
政
策
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
︒

答

中
古
住
宅
や
空
き
家
を
魅
力
的
な
選
択
肢
と
し
て

選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
支
援
し
、眠
っ
て
い
る
不

動
産
の
賃
貸
や
売
買
を
促
す
政
策
を
展
開
す
る
。ま

ず
は
、「
移
住
定
住
サ
イ
ト
」の
更
新
を
行
い
、空
き

家
情
報
と
各
種
支
援
策
を
一
元
化
す
る
。

問

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
相
談
件
数
は
︒

答

令
和
７
年
度
の
相
談
件
数
は
、電
話
が
３
１
５
件
、

来
所
が
77
件
、訪
問
が
33
件
の
合
計
４
２
５
件
で
あ

る
。

問

支
援
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
︒

答

地
域
福
祉
課
が
旗
振
り
役
と
な
り
、個
別
ケ
ー
ス

会
議
を
招
集
し
て
、対
象
世
帯
の
課
題
を
明
確
に
し

て
い
る
。そ
の
上
で
支
援
の
方
針
を
決
め
、誰
が
ど

の
よ
う
な
形
で
対
象
世
帯
に
対
し
ア
プ
ロ
ー
チ
を

行
っ
て
い
く
か
役
割
分
担
を
行
い
、支
援
を
行
う
。

ま
た
、支
援
に
よ
る
効
果
を
定
期
的
に
確
認
し
、支

援
内
容
の
見
直
し
が
必
要
な
場
合
は
、支
援
方
法
の

変
更
や
追
加
の
支
援
を
行
う
。

武
た け  な が

長 由
ゆ

里
り

子
こ
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「探究のまち小浜」から地域活性化を！

池
い け

田
だ

英
ひ で  ゆ き

之

問　
ド
ラ
マ﹁
サ
バ
缶
︑宇
宙
へ
行
く
﹂で
描
か
れ
て
い

る
探
究
学
習
の
意
義
は
︒

答

失
敗
を
恐
れ
ず
に
何
度
も
挑
戦
す
る
こ
と
や「
主

体
性
」を
生
か
し
た
教
育
活
動
、学
校
と
地
域
の
教

育
力
、長
年
の
研
究
の
継
続
性
等
で
あ
る
。

問　
﹁
小
浜
市
教
育
に
関
す
る
大
綱
﹂に
お
け
る
探
究

学
習
の
位
置
づ
け
は
︒

答　
「
自
己
の
生
き
方
を
考
え
、未
来
の
社
会
や
地
域

を
創
造
し
て
い
く
力
」を
育
成
す
る
も
の
で
あ
り
、

本
市
が
目
指
す
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
位
置
付

け
て
い
る
。

問　
﹁
探
究
の
ま
ち
小
浜
﹂の
今
後
の
展
望
は
︒

答

子
ど
も
た
ち
の
新
鮮
な
驚
き
を
大
切
に
し
、夢
に

向
か
っ
て
挑
戦
で
き
る
活
気
あ
る
教
育
環
境
を
構
築

す
る
。子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
輝
く
こ
と
で
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
地
元
産
業
の
活
性
化
を
促

し
、「
地
域
が
潤
う
ふ
る
さ
と
小
浜
」の
実
現
に
結
び

付
く
。ま
た
、探
究
学
習
の
成
果
を
市
外
に
発
信
し
、

移
住・定
住
の
促
進
に
も
つ
な
げ
て
い
く
。

問　
市
内
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
︒

答

令
和
７
年
４
月
１
日
時
点
で
、１
３
１
６
世
帯
と

な
っ
て
お
り
増
加
し
て
い
る
。
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。

問　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
は
︒

答

見
守
り
活
動
や
生
活
支
援
に
関
わ
る
関
係
機
関
同

士
の
情
報
共
有
を
一
層
進
め
、地
域
住
民
、民
生
委

員
、相
談
員
の
皆
さ
ま
と
行
政
と
が
一
体
と
な
っ
て
、

相
談
支
援
か
ら
生
活
支
援
、医
療・介
護
の
連
携
ま

で
切
れ
目
の
な
い
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
充
実
さ
せ
る
。

問　
御
食
国
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
取
り
組
み
を
進
め
︑本

市
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
上
に
お
い
て
︑歴
史
的
に

も
︑本
市
が
旧
国
名﹁
若
狭
﹂に
あ
る
ま
ち
で
あ
る
こ

と
を
︑広
く
明
確
に
示
す
こ
と
が
有
効
と
考
え
る
︒

現
状
の
市
名
称﹁
小
浜
市
﹂か
ら﹁
若
狭
小
浜
市
﹂へ

の
変
更
の
考
え
は
︒

答

小
浜
市
は
、古
代
か
ら
日
本
海
と
京
都
を
結
ぶ
鯖

街
道
の
起
点
と
し
て
栄
え
、江
戸
時
代
に
は
若
狭
地

方
の
政
治・経
済
の
中
心
地
と
し
て
発
展
し
た
。ま

た
、現
状
の
小
浜
市
と
な
る
ま
で
、深
い
歴
史
の
中

で
町
村
合
併
、編
入
が
行
わ
れ
、こ
の
地
に
し
っ
か

り
定
着
し
た
名
称
で
あ
る
。

　
　
ま
た
、市
の
名
称
変
更
に
は
、多
く
の
市
民
の
皆

さ
ま
の
思
い
と
長
い
歳
月
を
か
け
た
議
論
が
必
要
で

あ
る
上
、市
名
変
更
が
決
定
さ
れ
た
後
も
、市
民
生

活
の
基
本
と
な
る
公
共
施
設
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
も
の

の
変
更
が
必
要
と
な
り
、多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ

と
に
な
る
。

　
　
さ
ら
に
、民
間
施
設
に
お
い
て
も
、様
々
な
表
記

を
書
き
換
え
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
な
ど
、大
き
な
影

響
が
想
定
さ
れ
、慎
重
な
検
討
を
要
す
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　
　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、市
名
変
更
の
検
討
は
行
っ

て
い
な
い
が
、旧
国
名「
若
狭
」は
、地
理
的
位
置
関

係
や
歴
史
の
深
み
を
直
感
的
に
想
起
さ
せ
る
こ
と
に

有
効
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、ブ
ラ
ン
ド
戦

略
に
基
づ
く
情
報
発
信
に
お
い
て
、旧
国
名「
若
狭
」

を
生
か
す
こ
と
も
含
め
、選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

市名称変更への考えを問う

東
ひがし

野
の

浩
ひ ろ  か ず

和

一般質問

議会を傍聴しませんか？ ～９月定例会の予定～
以下の会議は傍聴することができます。
傍聴される際には、議場・会議室に入室される前に必ず、市役所５階の議会事務局で受付をお願いします。
会議の途中でも入退室できますので、ご都合の良い時間に、ぜひお越しください。

8月26日（水）本会議・予算決算常任委員会
31日（月）総務民生常任委員会・分科会調査

9月� 1日（火）産業教育常任委員会・分科会調査
10日（木）本会議（一般質問）
11日（金）　　　〃
14日（月）予算決算常任委員会
16日（水）本会議
17日（木）�産業教育分科会調査�

（令和7年度決算）

9月18日（金）�産業教育分科会調査�
（令和7年度決算）

24日（木）�総務民生分科会調査�
（令和7年度決算）�

25日（金）�　　　〃
10月� 1日（木）予算決算常任委員会

� 6日（火）本会議

◎開始時刻はいずれの会議も10:00を予定しています。 　※状況に応じて、変更が生じる場合があります

※�本会議の様子はチャンネルOで�
放送しています。
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ど
、必
要
な
財
源
を
早
急
に
確
保
し
、一
日
も

早
い
着
工
５
条
件
の
解
決
を
図
る
こ
と
。ま
た
、

地
方
負
担
に
つ
い
て
は
、沿
線
の
地
方
自
治
体

に
過
度
な
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、適
切
な
財

源
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

③　
北
陸
新
幹
線
事
業
推
進
調
査
を
沿
線
住
民
の

理
解
を
得
な
が
ら
迅
速
に
進
め
、施
工
上
の
課

題
を
早
期
に
解
決
し
、認
可・着
工
を
含
め
、全

線
開
業
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。

④　
Ｊ
Ｒ
小
浜
線
は
特
急
が
運
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、

新
幹
線
開
業
に
よ
り
旅
客
輸
送
量
が
著
し
く
低

下
す
る
路
線
で
は
な
い
た
め
、敦
賀・新
大
阪

間
の
整
備
に
伴
う
並
行
在
来
線
に
は
該
当
し
な

い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

小小浜・京都ルートで早期の認可着工を！浜・京都ルートで早期の認可着工を！

７
月
15
日
、北
陸
新
幹
線
敦
賀・新
大
阪
間
の

延
伸
ル
ー
ト
を
議
論
す
る
与
党
整
備
委
員
会
は
、

現
行
の「
小
浜・京
都
ル
ー
ト
」で
合
意
し
、京
都

市
内
の
駅
位
置
を
Ｊ
Ｒ
桂
川
駅
付
近
と
す
る「
桂

川
案
」を
採
用
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。市

議
会
で
は
、ル
ー
ト
の
決
定
を
後
押
し
す
る
た
め
、

要
望
活
動
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

中
央
要
望
の
実
施

北
陸
新
幹
線
早
期
全
線
開
業
特
別
委
員
会
で

は
、７
月
１
日
に
中
央
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
際
、北
陸
新
幹
線
敦
賀・新
大
阪
間
整
備

委
員
会
の
西
田
昌
司
共
同
代
表（
参
議
院
議
員
）

か
ら
は
、「
今
国
会
中
の
ル
ー
ト
決
定
に
向
け
、取

り
組
ん
で
い
く
」と
の
前
向
き
な
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

要
望
で
は
、西
田
昌
司
共
同
代
表
の
ほ
か
、滝

波
宏
文
事
務
局
長（
参
議
院
議
員
）、稲
田
朋
美
委

員（
衆
議
院
議
員
）ら
19
人
に
要
望
書
を
提
出
。次

の
４
項
目
を
求
め
ま
し
た
。

①　
今
国
会
中
に
京
都
駅
位
置・詳
細
ル
ー
ト
を

決
定
す
る
こ
と
。併
せ
て
、科
学
的
知
見
に
基

づ
く
情
報
発
信
と
丁
寧
な
説
明
を
念
入
り
か
つ

重
点
的
に
行
い
、沿
線
自
治
体
や
地
元
関
係
者

等
の
理
解
を
得
る
と
と
も
に
、環
境
影
響
評
価

を
迅
速
に
進
め
、令
和
９
年
度
の
認
可・着
工

を
実
現
す
る
こ
と
。

②　
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
国
策
と
し
て
、国
費

の
大
幅
な
拡
充
や
貸
付
料
の
最
大
限
の
確
保
な

５
月
27
日
、全
国
市
議
会
議
長
会
第
１
０
２
回

定
期
総
会
に
お
い
て
、小
浜
市
議
会
が
提
出
し
た

「
北
陸
新
幹
線
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
」の
議
案

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
書
の
要
望
項
目
に
は
、小
浜・京
都
ル
ー

ト
で
の
早
期
認
可・着
工
と
全
線
開
業
を
求
め
る

内
容
や
、Ｊ
Ｒ
小
浜
線
が
並
行
在
来
線
に
該
当
し

な
い
こ
と
の
確
認
な
ど
の
３
項
目
を
記
載
。竹
本

議
長
が
、全
国
の
市
議
会
の
議
長
が
集
ま
る
中
、

議
案
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
に

　
　
　
　
　
　
議
案
を
提
出

西田共同代表に要望書を手渡しました

議案の説明を行う竹本議長
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頂いたご意見の一部を紹介します
○仕事内容や責任、物価高騰等の現状を考えれば、月35万円の報酬は決して高くない。
○平成６年から報酬が据え置きされていたことを踏まえ、引き上げに賛成である。
○�若い議員を増やすためには、若者が地域から推薦される流れを作っていかなればならない。
報酬が上がることにより、地域の方が推薦しやすくなるような環境を作れるのではないか。
○�子育てや大学進学の費用を考えると、現状の35万円の議員報酬だけではやっていけない。
生活費として考えると、報酬を引き上げることには賛成であるが、報酬の引き上げに伴い、
議員の資質向上も図らないと市民は納得しない。
○�市民は議員の活動をしっかり見ており、政策提言の力や行政をチェックする能力といった
議員としての資質が問われている。報酬の金額そのものよりも、議員が小浜市の現状を深く
理解し、行政と連携して市を良くしようとする高い理想と自覚を持つことが重要である。

《開催日》
　令和８年５月29日（金）
《出席者》
　・�小浜市議会（議長、副議長、議会運営委員
会委員）

　・�市民団体の代表者（小浜市区長会長会、
小浜市社会福祉協議会、小浜商工会議所
青年部、小浜商工会議所女性会、若狭青
年会議所、小浜男女共同参画ネットワー
ク、小浜市PTA連合会）

意見交換会の様子

〜〜議員報酬について意見交換を行いました〜議員報酬について意見交換を行いました〜
市市民団体との意見交換会を開催民団体との意見交換会を開催

《開催の経緯等》　
　全国的に議員のなり手不足が深刻な課
題となる中、議会が将来にわたってその役
割を果たしていくためには、多様な人材の
参画が重要となっています。
　こうしたことから、小浜市議会では、誰
もが活動しやすい環境を整えるため「会議
等の欠席理由に出産を追加」したり、「議員
のコンプライアンス研修」を実施したりす
るなど、様々な取り組みを行ってきました。
　そして、このなり手不足の課題を解決す
る一助として、約32年間据え置きとなっ
ている議員報酬のあり方を検討してきた
ところです。
　今回の「市民団体との意見交換会」は、
議員報酬のあり方について検討するに当
たり、市民のみなさまのご意見をお聴きす
るため開催しました。
　当日は、まず議会から、なり手不足の現
状や、報酬を検討する必要性のほか、これ
までの検討状況などについて説明し、その
上で参加者から質疑やご意見を頂きまし
た。活発に意見を交わすことができ、有意
義な意見交換会となりました。
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編
集
後
記

議
会
は
様
々
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、行
政
が
提
案
し
た
、予
算
や
条
例
な
ど

の
議
案
を
慎
重
に
審
議
す
る
こ
と
。

も
う
一
つ
は
、議
員
と
し
て
小
浜
市
民
の
た
め
に
、

一
般
質
問
等
の
活
動
を
す
る
こ
と
。

こ
の
二
つ
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
の
が「
市

議
会
だ
よ
り
」で
あ
り
、市
民
の
皆
さ
ま
に
正
確
な

情
報
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
を
得
る
た
め
に
、地
道

な
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
委
員
会�

委
員　
池
尾　
正
彦

　
◆ 
議
会
活
動
日
誌 

◆

23 22 20 18 16 11 9 2 ◆ 

５
月

30 26 23 22 18 12 11 10 9 8 ◆ 
４
月

（
土
）

（
金
）

（
水
）

（
月
）

（
土
）

（
月
）

（
土
）

（
土
）

（
木
）

（
日
）

（
木
）

（
水
）

（
土
）

（
日
）

（
土
）

（
金
）

（
木
）

（
水
）

小
浜
市
議
会
災
害
対
策
連
絡
会
議
、小
浜
市
防
災

訓
練

嶺
南
広
域
行
政
組
合
議
会
代
表
者
会
議（
お
お
い

町
）

鯖
街
道
ま
ち
づ
く
り
連
携
協
議
会
総
会

小
浜
市
総
合
卸
売
市
場
株
式
会
社
の
取
締
役
会
お

よ
び
定
時
株
主
総
会
、株
式
会
社
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
若
狭
小
浜
取
締
役
会
お
よ
び
定
時
株
主
総
会

小
浜
市
区
長
総
会

全
員
協
議
会

小
浜
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
総
会

川
越
市
公
式
使
節
団
歓
迎
会

議
会
運
営
委
員
会

小
浜
市
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

北
信
越
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会（
長
野
県
松
本

市
）

議
会
運
営
委
員
会

蘇
洞
門
開
き

小
浜
市
の
歴
史
と
文
化
を
守
る
市
民
の
会
総
会
お

よ
び
講
演
会

小
浜
市
赤
十
字
奉
仕
団
大
会

全
員
協
議
会
、小
浜
市
交
通
指
導
員・防
犯
隊
委
嘱

状
交
付
式
お
よ
び
出
動
式

広
報
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

30 29 24 23 22 21 19 17 16 13 11 10 5 ◆ 

６
月

31 29 27 26
（
火
）

（
月
）

（
水
）

（
火
）

（
月
）

（
日
）

（
金
）

（
水
）

（
火
）

（
土
）

（
木
）

（
水
）

（
金
）

（
日
）

（
水
）

（
水
）

（
火
）

小
浜
商
工
会
議
所
議
員
懇
親
会

議
会
運
営
委
員
会
、全
員
協
議
会
、令
和
８
年
第
２

回
小
浜
市
議
会
定
例
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

令
和
８
年
第
２
回
小
浜
市
議
会
定
例
会
、総
務
民

生
常
任
委
員
会
、産
業
教
育
常
任
委
員
会

令
和
８
年
第
２
回
小
浜
市
議
会
定
例
会
、議
会
運

営
委
員
会
、全
員
協
議
会
、北
陸
新
幹
線
早
期
全
線

開
業
特
別
委
員
会

小
浜
消
防
団
消
防
操
法
大
会

県
立
大
学
小
浜・か
つ
み
キ
ャ
ン
パ
ス
を
育
て
る

会
総
会
お
よ
び
講
演
会

西
小
川・加
尾・宇
久
道
路
改
良
促
進
期
成
同
盟
会

総
会

議
会
運
営
委
員
会

北
陸
新
幹
線
小
浜
・京
都
ル
ー
ト
建
設
促
進
同
盟

会
理
事
会・総
会・決
起
集
会
、北
陸
新
幹
線
小
浜・

京
都
ル
ー
ト
早
期
実
現
小
浜
市
民
協
議
会
役
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会・分
科
会

産
業
教
育
常
任
委
員
会・分
科
会

令
和
８
年
第
２
回
小
浜
市
議
会
定
例
会
、予
算
決

算
常
任
委
員
会
、広
報
委
員
会
、若
狭
マ
リ
ン
ピ
ア

２
０
２
６
実
行
委
員
会

福
井
県
北
陸
新
幹
線
建
設
促
進
同
盟
会
総
会
お
よ

び
講
演
会

全
員
協
議
会
、北
陸
新
幹
線
早
期
全
線
特
別
委
員

会
、市
民
団
体
と
の
意
見
交
換

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会（
東
京
都
内
）

議
会
運
営
委
員
会

●●●●寄付行為の禁止●●●●
　議員が選挙区内の人や団体に寄付をすることは、公職選挙法
で禁止されています。
　禁止されている例として、以下のようなものがあります。

○�町内会・自治会の集会や旅行など催し物への差し入れ
○祭りへの寄付や差し入れ
○地域の行事や運動会への差し入れ
○病気見舞い
○落成式や開店祝いの花輪、葬式の花輪、供花
○�本人以外が代理で出席する場合の結婚祝いや葬式の香典
○出産・入学・卒業・就職等の祝い金や祝い物
○お中元やお歳暮
○�年賀状・暑中見舞いなどのあいさつ状� �
（答礼のための自筆を除く）

　政治家に寄付をするよう勧めることや求めることも禁じら
れていますので、皆さまのご理解をお願いいたします。
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小学生が「模擬議会」を開催！
～雲浜小６年が議場見学ツアーに参加しました～

市議会の
議場を開放

市議会では、夏休み中に、議場と委
員会室を自習室として開放します。
普段なかなか見ることのできない議
場を体感することができる、またと
ない機会です。ぜひ雰囲気だけでも
味わってみませんか。

ご都合のよい時間に、お気軽にお
越しください。
問合せ　小浜市議会事務局
　　　　TEL 64-6035

予約
不要

日　時 令和８年８月25日（火）まで�
平日の午前10時から午後５時まで

場　所 小浜市役所　５階
議場または委員会室

対　象 市内に在住または在学する方
小学生以下は保護者同伴
大人の方も大歓迎！

席　数 50席（先着順）

受　付　５階の議会事務局までお越しください

７月８日（水）、雲浜小学校６年雲組の児童33
人と教員２人が市役所５階の議場を訪問。模擬議
会を開催し、スマートフォンの使用時間について
の条例案の審議・採決を行いました。そのほかにも、
竹本議長からの説明で議会の仕組みを学んだほか、
議員へのインタビューを行うなど、盛りだくさん
の内容で議会を体感しました。
参加した児童からは、「模擬議会を体験して、議

員の責任の重さがわかった」「議会を身近に感じて、
政治に興味を持つことが出来た」などの感想を頂
きました。

議場見学ツアーの参加者を随時
募集しています
詳細はHPをご覧ください➡

模擬議会で採決のボタンを押す児童

議員にインタビュー！ 議長席で記念撮影

おばま市議会だより　2026.7.24　№ 188　12




